
おはなし会（会場：中央館）       ０～２歳くらい（11:00～）            ３歳くらいから（14:00～） 

休館日       中央館  犀川・勝山館  ●全館

 

 
※最新の情報はホームページをご確認ください。 
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8 月                      

みやこ町図書館だより 

ふくろうの森通信 （発行：２０２２年 7 月１日 第 115 号） 

7 月号 

■『夏鳥たちのとまり木』 奥田亜希子(著) 双葉社 ■

『南蛮の絆』 大村友貴美(著) 双葉社 ■『任侠ショ

コラティエ』 新堂冬樹(著) 双葉社 ■『まっとうな人

生』 絲山秋子(著) 河出書房新社 ■『孤蝶の城』 桜

木紫乃(著) 新潮社 ■『鎮魂』 染井為人(著) 双葉社 

■『夜に星を放つ』 窪美澄(著) 文藝春秋 ■『死神と

天使の円舞曲』 知念実希人(著) 光文社 ■『あきらめ

ません！』 垣谷美雨(著) 講談社 ■『情事と事情』 小

手鞠るい(著) 幻冬舎 

 

 

 

 

 

 

  

■『秋篠宮』 江森敬治(著) 小学館 ■『独裁者プ

ーチンはなぜ暴挙に走ったか』 池上彰(著) 文藝春秋 

■『円安が日本を滅ぼす』 野口悠紀雄(著) 中央公論

新社 ■『アウシュヴィッツのお針子』 ルーシー・

アドリントン(著) 河出書房新社 ■『なぜか人生が

うまくいく「明るい人」の科学』 和田秀樹(著) クロ

スメディア・パブリッシング ■『冷凍王子の冷凍大

全』 西川剛史(著) サンマーク出版     

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

7 月                      

《小説》 《その他》 
新刊案内

            

       

       

            

            

       

       

            

一冊の本との出会い、図書館での思い出など「読書」や「本」に関するこ

とをつづってみませんか？ 

🔸募集期間：８月１日(月)～９月３０日(金) 

🔸応募条件：400 字以内（1 人 1 作品まで・手書き可・未応募作品に限ります） 

🔸応募方法：各図書館に持参、または郵送 

☆優秀作品は広報に掲載し、図書カード 1,000 円分を進呈いたします。 

 

 

 

 

 

7/16は“もこもこ”の

おはなし会です。 

読書エッセイ募集 

 

🔸令和 4 年度みやこ町読書週間関連事業🔸 

8/20は夏まつりのた

め、勝山館は臨時休館

いたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休館日      中央館：毎週火曜日    犀川・勝山館：毎週月曜日   全館：毎月最終木曜日 

開館時間    全館 10:00～18:00   

みやこ町中央図書館 ☎33-1040   みやこ町犀川図書館 ☎42-3330   みやこ町勝山図書館 ☎32-3455 

 

みやこ町図書館HP 

『御坊日々』  

畠中 恵（著） 朝日新聞出版（2021） 

 東春寺の住職であり相場師でも

ある冬伯は、弟子の玄泉とカツカ

ツの寺を切り盛りしていた。そん

な冬伯の元に様々な相談事、厄介

事が持ち込まれる。目まぐるしく

変わる明治の世を、懸命にたくま

しく生きる人々を描いた連作短編

集。        ［Ｍａ］ 

『母の待つ里』 

浅田 次郎（著）新潮社（2022） 

  東北の移りゆく季節、心地良い田

舎のことば、そして心優しいふる

里の母･･･。 

カード会社の疑似母と過ごす体験

の旅だと気づくも、自然で飾らな

い母を訪ねて、何故か子供たちは

心安らいでいく。欲しいものは、こ

の物語の中に全てあるのではと感

動しました。  ［Ｓ］     

『裸の大地 第一部 狩りと漂白』 

角幡 唯介（著） 集英社（2022） 

 探検家の文章に心惹かれる。家族

をもってはじめて死への恐怖を感じ

たという筆者。ではなぜ？と思わず

にはいられない。角幡さんの世界は

凄すぎてこの文章を通じてしか味わ

えない。[とよ] 

               

  

         

(とよ) 

                   

『脳科学者の母が、認知症になる』 

恩蔵 絢子（著） 河出書房新社（2018） 

アルツハイマー型認知症の母と暮ら

す著者が、認知症の仕組みについて、

脳科学的にわかりやすく説明してく

れます。”母と娘”としての立場で語

っているので内容が身近に感じられ、

漠然とした不安のある認知症につい

てより深く知ることが出来ました。

［Ｋ］ 

 

苅田町出身の元 Jリーガー、大久

保嘉人選手。現役最後の地、大阪

で 3 男と二人暮らしすることに

なり、その奮闘を書いた本です。

炊事・洗濯をこなしつつ、練習に

行く姿に思わずガンバレ！とエ

ールをおくりたくなります。［青］ 

『俺は主夫。職業、現役 Jリーガー』 

   大久保 嘉人（著）講談社（2021） 

 

『頭がよくなる！要約力』 

齋藤 孝（著） 筑摩書房（2022） 

    要約のノウハウが、例文付きでまと

められている。どんなふうにすれば上

手に要約できるのか、どこを省いてど

こを残せばよいのか、要約力の鍛え方

をたくさん紹介している。自分でも練

習して身につけたい。 [はりねずみ] 

夏の訪れを感じる７月。後半には夏休みも始まり、各地でイベント

が続々と復活の模様。今までと同様、感染対策もとりながら、楽しみ

たいものです。 

体調もこわしやすい季節ですので、皆様くれぐれもご注意下さい。                                

［はりねずみ］ 

図書館員おすすめの本 


